
森のたより 1.1.2022

西の山々はすっかり白くなってしまいました。あわただしい年末の雪には閉口しました。しか
し、年が改まると、なんだか昨日と同じ一日が違う日のように感じます。毎年、新年を迎えて
いるのですが、令和4年、2022年の年を迎えるのは初めてです。こういう新鮮な気持ち、心
持ちを大切にしたいと思います。

「いないいないばあ」は童心社から松谷みよ子文、瀬川康男絵で「まつたにみよこあかちゃ
んの本」として昭和42年に出版されました。ブルーナの「うさこちゃんシリーズ」から数年経て

いましたが、最初の日本の赤ちゃん絵本の傑作です。

「いないいないばあ」という遊びは親子がいつでもどこでも遊べるとっても素敵な遊びです。
顔がすべて隠れてしまうと赤ちゃんは怖がって泣いてしまいます。園ではオーガンジーを
使っています。かすかに見える・・・というのが安心なんですね。手で顔を覆うのは全てを覆
い隠すことができないことが、楽しさの秘訣なんです。なんでもない言葉のやり取りがこども
の感性を育てていきます。この絵本が出版されたときには賛否両論あったということです。
本来大人と赤ちゃんの遊びだからそのことをもっと大切にすべきだ。わざわざ絵本にするの
はいかがなものかという反対論と、赤ちゃんが大好きな遊びを絵本で再現することで絵本に
親しみを持つことができるという賛成論。

皆さんはどう思いますか？僕は1冊の赤ちゃん絵本が出版されただけで、そのように議論が
起こることのほうがすごいと思ってしまいます。

もちろんこの絵本は僕がわが子たちに読み聞かせた本の一つです。

クマやキツネ、はたまたネズミまで「いないいないば～」をしてくれるのですから、何度も何度
も読まされたことを覚えています。

世界中で日本ほどテレビが点いている家はないそうですね。お部屋に誰もいないのにテレ
ビだけが点いている。ある本に戦時中、空襲警報等を聞き逃さないためにラジオをつけっぱ
なしにするようにしていたことが習慣となって・・・・などと紹介されていましたが、静かな空間

に赤ちゃんといれば、自然とお話しが始まります。大人同士でもテレビがたまたま点いてい
ただけで失われた会話がたくさんあるのではないでしょうか。

赤ちゃんは大人が話す言葉の意味をよく理解していないことが多くあります。だからといって、
大人同士が互いの会話のやり取りすべての意味を理解しているのかといわれれば、そうで
もありません。実際、僕は「ディする」とか「エモい」などの言葉を耳にして・・・・何のことかわ
からないまま会話を続けていることがよくありました。書物を読んでいてわからない字があっ
たら、これなんて読むのと疑問に思う前に読み飛ばしてしまうようなものです。

大人同士会話しているけど対話していない。赤ちゃんと言葉のやり取りをしていると、会話
が成り立っているとはいえないけど、対話は成り立っている。

お正月だからこそ。などという特別感もなくなっているのですが、お子達とお話しすることは、
何にも勝る子育てだと思います。

今年もよろしくお願いいたします。



新しい１年がスタートしました。今年の目標は立てましたか？目標を立てる年の始めだか
らこそ「かぜを引かない」「手洗い・うがいを必ずする」など、健康についての目標も立てて
みましょう。

看護師：岡田

岩野田保育所民営化に伴うスタッフの異動などについておしらせ
すでにご案内とは思いますが、ながらこどもの森を運営しております社会福祉法人堂角舎は来年度
４月より市立岩野田保育所の民営化の移管先法人となりました。
現在、移管に伴う様々な取り組みを行っていますが、その一環として1月から岩野田保育所の保育
に移管先法人の保育スタッフが加わる、合同保育が始まります。
ながらこどもの森からは、すみれ所属の山口あさひさんと、たんぽぽ所属の篠原歩波さんが、3月末
まで交代で出向します。

たんぽぽには新しく宮里菜美さんが篠原さんの後を引き継ぎます。又、山口さんの後は田口主幹な
どがサポートします。本園の保育内容などについての変更はなく、例年通りの移行期が始まってま
いります。
みなさまにご心配いただかないように十分配慮を心がけてまいりますのでよろしくお願いいたします。

１３日 巡回指導（市の保育指導員が本園の保育・教育内容を視察・指導します）

１４日 かみいしづこどもの森との交流会
１７日 コマまわし大会
２１日 避難訓練
２６日 モリセミ
１月６日 異⽂化交流

１月の行事予定
新型コロナ感染状況などで中
止する行事もあります。
ご理解お願いします


